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INFORMATION お知らせ

＝お申し込み　　＝お問い合わせ�申 問

お
知
ら
せ�

■
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
電
話
工
事
を
装
っ
た
金
銭
請
求
に
ご
注
意�

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
県
内
に
お
い
て
、

不
正
な
電
話
設
備
工
事
で
代
金
を
請
求

さ
れ
る
事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
は
、民
家
に
訪
問
し「
屋
外
に
あ

る
電
話
の
設
備
が
故
障
し
て
い
る
」と

し
て
設
備
の
点
検
修
理
を
し
、工
事
代

金
を
請
求
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
し
た
。�

　
同
様
の
ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
皆
様
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、�

▼
お
客
様
の
申
告
で
点
検
修
理
を
行
う

た
め
、了
解
な
く
訪
問
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん�

▼
現
地
で
工
事（
修
理
）代
金
を
請
求
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん�

▼
訪
問
の
際
は
、「
社
員
証
」の
提
示
を

し
て
い
ま
す
が
、万
一
不
審
に
思
わ
れ

た
ら
、会
社
名
お
よ
び
担
当
者
名
を
確

認
し
、連
絡
く
だ
さ
い�

　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
　
局
番
な
し
の「
１
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３
」、携
帯
電
話
か
ら
は
a
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■
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）健
康
被
害

　
者
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ�

　
平
成
13
年
３
月
26
日
以
前
に
石
綿
に

よ
る
疾
病
で
死
亡
さ
れ
た
労
働
者
の
ご

遺
族
で
、時
効
に
よ
り
労
災
保
険
給
付

を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
方
に
は
、

特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

請
求
期
限
が
平
成
24
年
３
月
27
日
ま
で

延
長
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、平
成
18
年
３
月
26
日
ま
で
に

石
綿
に
よ
る
疾
病
で
死
亡
さ
れ
た
労
働

者
の
ご
遺
族
で
、時
効
に
よ
り
労
災
保

険
給
付
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
方

も
支
給
対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。�

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

　
　
大
館
労
働
基
準
監
督
署�
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■
福
祉
保
健
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
求
人
・
求
職
相
談
」を
実
施
し
ま
す�

▼
場
所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秋
田（
秋
田
市
）

期
日
　
３
月
27
日（
金
）�

時
間
　
９
時
〜
17
時�

▼
場
所
・
県
社
会
福
祉
会
館（
秋
田
市
）

期
日
　
３
月
21
日（
土
）、28
日（
土
）�

時
間
　
９
時
〜
17
時�

　
　
秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
セ
ン
タ
ー�
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■
パ
ソ
コ
ン
で
描
く
絵
手
紙
講
座�

日
時
　
３
月
21
日（
土
）　
10
時
〜
12
時

場
所
　
み
く
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル�

内
容
　
ペ
イ
ン
ト
ソ
フ
ト
を
使
い
、イ

ラ
ス
ト
を
描
き
ま
す�

対
象
　
マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
方�

参
加
費
　
１
７
０
０
円（
教
材
費
含
）�

定
員
　
10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）�

　
　
　
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
秋
田
事
務
局�
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
は
必
ず
14
日
以
内
に
届
け
出
を�

届
け
出
に
必
要
な
も
の�

こ
ん
な
と
き�

国保に加入するとき�

★
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、保
険
税
は
加
入
の
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

　
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、そ
の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
で
す
。

国保をやめるとき�

★
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、保
険
税
が
二
重
払
い
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、そ
の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
市
負
担
分
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ の 他 �

※
保
険
証
・・・【
②
国
保
を
や
め
る
と
き
】、【
③
そ
の
他
】の
場
合
、世
帯
主

　
が
理
由
に
か
か
わ
る
と
き
は
そ
の
世
帯
全
員
の
保
険
証
が
必
要
で
す
。

　
　
保
険
課

a
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１
１
１
８

問

問

ほ
か
の
市
区
町
村
の
転
出
証
明
書
、印
鑑�

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
、印
鑑�

被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
理
由
の
証
明
書
、印
鑑�

母
子
健
康
手
帳
、印
鑑�

保
護
廃
止
決
定
通
知
書
、印
鑑�

外
国
人
登
録
証
明
書�

ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た�

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た�

職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た�

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き�

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き�

外
国
籍
の
人
が
加
入
す
る
と
き�

ほ
か
の
市
区
町
村
に
転
出
し
た
と
き�

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き�

職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き�

国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き�

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き�

外
国
籍
の
人
が
や
め
る
と
き�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
と
き�

※
保
険
証
、印
鑑�

国
保
と
職
場
の
健
康
保
険
の
両
方
の
※
保
険
証�

（
後
者
が
未
交
付
の
場
合
は
加
入
し
た
こ
と�

を
証
明
す
る
も
の
）、印
鑑�

※
保
険
証
、死
亡
を
証
明
す
る
も
の
、印
鑑�

※
保
険
証
、保
護
開
始
決
定
通
知
書
、印
鑑�

保
険
証
、外
国
人
登
録
証
明
書�

75
歳
に
な
っ
て
対
象
と
な
っ
た
と
き
は
届
け
出
不
要�

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
と
き�

市
内
に
お
い
て
住
所
が
変
わ
っ
た（
転
居
）と
き�

世
帯
主
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き�

世
帯
が
分
か
れ
た
り
、一
緒
に
な
っ
た
り
し
た
と
き�

就
学
の
た
め
、別
に
住
所
を
定
め
る
と
き�

保
険
証
等
を
な
く
し
た
と
き�

（
あ
る
い
は
汚
れ
て
使
え
な
く
な
っ
た
と
き
）�

保
険
証
、年
金
証
書
、印
鑑�

�

※
保
険
証
、印
か
ん�

�

保
険
証
、在
学
証
明
書
、印
鑑�

身
分
を
証
明
す
る
も
の
、印
鑑�

（
使
え
な
く
な
っ
た
保
険
証
な
ど
）�
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　万灯火は、本市の合川南地区や上小阿仁村など小阿仁川流域で古くから

行われている民俗行事。もともと、墓の前でワラを燃やし祖先を供養して

いたものを、祖先の霊を迎える道しるべとして小高い丘に集落の戸数だけ

ワラを束ねて燃やしたことが始まりとされ、その後、墓地のほか、山の尾根

づたいや沢づたい、あるいは川原にたいまつを灯して祖先の霊を迎える地

域ぐるみの行事になったようです�

　万灯火は、本市の合川南地区や上小阿仁村など小阿仁川流域で古くから

行われている民俗行事。もともと、墓の前でワラを燃やし祖先を供養して

いたものを、祖先の霊を迎える道しるべとして小高い丘に集落の戸数だけ

ワラを束ねて燃やしたことが始まりとされ、その後、墓地のほか、山の尾根

づたいや沢づたい、あるいは川原にたいまつを灯して祖先の霊を迎える地

域ぐるみの行事になったようです�

INFORMATION お知らせ

合川地区�
春彼岸の伝統行事

［金］ 

３�20

時間：18時45分～19時30分

場所：小阿仁川流域

時間：18時45分～19時30分

場所：小阿仁川流域
（県道鷹巣川井堂川線）

ま と び

※19時頃が見ごろです ●

●

●

●

〈案内図〉�〈案内図〉�
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a78－2114合川公民館�

お問い合わせ�

ま と び

平成２１年北秋田市標準小作料�

　北秋田市農業委員会では、平成21年の

小作料の標準額を昨年と同額に定めまし

た。

　10アール当たり�

の小作料は次のとお�

りです。

※また、農作業標準賃金表は、後日、各農

家の方々に配布いたします。

◎お問い合わせ　　　�
　市農業委員会　a62-6609

【共済期間】　平成21年４月１日～平成22年３月31日�

※４月１日以降の申込みは、申込日翌日からの共済期間です�

【受付窓口】 生活環境課、各支所市民福祉課、秋田銀行、北都銀行�

◎お問い合わせ　生活環境課a62-1110　または各支所市民福祉課�

年間掛金 ４００円（１人）

入院（１日につき）・・2000円�

通院（１日につき）・・・800円�

死亡・・・・・・・・・・・100万円�

後遺障害・・50万～100万円�

交通災害共済

共済金内容

※入院・通院の共済金は、最低

　補償額１万５千円～最高20

　万円。通院１日でも請求でき

　ます。�

入院（１日につき）・・1100円�

通院・・・・・・・・・・対象外です�

死亡・・・・・・・・・・・・60万円�

後遺障害・・ 30万～60万円�

不慮の災害共済

年間掛金 ６００円（１人）
共済金内容

※入院の共済金は、最低補償額

　１万５千円～最高11万円。

　入院１日でも�

　請求できます。�

「 交 通 災 害 共 済 」�
「不慮の災害共済」�に加入しましょう�

Ａ地区田�

Ｂ地区田�

Ｃ地区田�

Ｄ地区田�

Ｅ地区田

19,000円�

15,000円�

9,000円�

7,000円�

5,000円

（基準収量570㎏）�

（基準収量540㎏）�

（基準収量510㎏）�

（基準収量480㎏）�

（基準収量420㎏）

標準小作料�


